
協和風座席表指導案（アマゴつかみ，腹かき） 

                                     時：H19.10.20  場所：アマゴハウス横  指導者：渡辺隆史，黒谷克志（ＳＧ），森光矢（ＳＧ） 
（１）本時の目標 
   ・自分たちの工夫による「アマゴつかみ」をおこない，生きた魚に触れる体験を楽しんだり，アマゴについての知識を増やしたりする。 
   ・ＳＧが身につけている「腹かき」（または「串ざし」）の上手な方法を学び，自分たちでもできる喜びを味わうことができる。 
（２）準備 〔個人〕タオル 〔学校〕簡易プール，水槽，軍手，バケツ，ナイフ，竹串 
（３）展開 
 

     
 
 
  
 ＳＧ：これはアマゴのオスでしょうか？メスでしょうか？ 
 Ｃ子：色が黒っぽいからオスだと思う。 
 
 
                         ・最初は２人ずつでアマゴつかみをする。 
 ・次は作戦を考えさせ，大勢で試みる。 
 
 
  
 
                           
 
 
  
                                  
 
 
 
 
 
                     
 

１年Ａ男  
 自立心が強く，たくましさがある。いつ

も落ち着いており，作業なども集中して取り

組むことができる。 
 魚つかみは別の場所で２回やったことが

ある。腹かきは初体験で，期待を持っている。 
 上級生やＳＧのやり方をよく見て真似さ

せ，腹かきも一人で取り組ませたい。 

２年Ｂ男 
 活発で元気であるが，やや甘えん坊な面

があり，人に頼ることがある。１年生の時，

同活動の場面で腹かきを勧められたが，「難

しそう」との理由でやらなかった。今回も魚

の腹かきは抵抗感があるようだ。無理なよう

なら見学をさせ，塩焼きに備えて「串を刺す」

等の別の活動を用意して頑張らせたい。 

２年Ｃ子 
 １年生時は人に甘えて頼りがちで，意思

表示もうまくできなかった子だが，下級生が

入ってきてから，積極性が出てきた。下の子

の世話もよくする。腹かきは一度だけ経験が

あり，今年もやる気満々である。友達へのフ

ォロー役を期待すると共に，上手な腹かきの

方法を覚えて成就感を味わわせたい。 

３年Ｅ子 
 いつも元気で明るく活発である。やるべき

ことはじっくり取り組める。 
 釣り名人の祖母を持ち，家で家族がヘボを

飼っている等の日常により，魚の扱いにも慣

れている。６人中最も経験豊富なので，教え

る立場の場面を作り，活躍させたい。 

３年Ｆ男 
 山間部の自然環境を大いに満喫しており，

未経験のことに対してとても強い興味関心

と期待感を持っている。 
 アマゴつかみも腹かきも今回が初めての

経験になり，本人は両方ともやる気満々であ

る。うまくいかなくても，励ましながら，再

チャレンジさせ，満足感を味わわせたい。 
 

３年Ｄ子 
 ‘小さいお母さん’といった感じの，し

っかり者である。周囲の様子を見ていて，他

の子の世話を焼いたり，注意したりもでき

る。魚つかみは６回，魚の腹かきも２回ほど

経験がある。人の話をしっかり聞けるのでＳ

Ｇの助言を生かして，より上手な方法を学べ

る時間にしたい。 

やったことあるから教え

てあげるよ。（Ｅ子） 

とてもじょうずにつ

かまえれたよ。（Ｅ子） 

すばしっこくて，むず

かしかったよ。（Ａ男） 

これぜったいオス

だと思う。（Ｄ子） 

 今日の活動について，自分の目標を発表しよう。③ 

協力しあったらうま

くいったよ。（Ｃ子） 

※後半は子どもたち

の希望で，アマゴを

網ですくって準備さ

せる。 

きもちわるいし，やっぱりい

やだなあ。むり。（Ｂ男） 
うまくはらわたがとれない

よ。（Ｆ男） 

※ナイフを

使うので安

全に十分気

をつけさせ

る。 これならじょうずにできるよ。 

Ｉ子，Ｓ子（福原分校） 

アマゴをつかまえる前に，その見分け方についてＳＧ（Ｋさ

ん）に教えてもらおう。⑤ 

初めて腹かきをやるけどこ

わがらすに頑張ろう。（Ａ男） 

※見やすい水槽を準

備し観察させる。 

アマゴつかみにチャレンジしよう。⑮ 

釣り名人のＳＧ（Ｍさん）から感想をお聞きしよう。③ 

 つかまえたアマゴの，腹かきの仕方を教わろう。⑤ 

※２人のＳＧ

の役割分担に

ついて打ち合

わせておく。 

腹かきをやってみよう。⑩ 

 上手な竹串のさし方を教わろう。⑩ 

 今日の感想を発表しよう。④ 

※抵抗のある子には串ざしを習わせる。 



 
 
  
  


